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(57)【要約】
【課題】高硬度且つ高光沢で、流動性、耐衝撃性、難燃性のバランスに優れたポリカーボ
ネート樹脂組成物及びそれからなる成形品を提供する。
【解決手段】（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し、（Ｂ）（ａ）芳香
族ビニル系単量体、（ｂ）シアン化ビニル単量体、（ｃ）メタクリル酸メチル単量体及び
（ｄ）共重合可能なその他の単量体から選ばれた単量体を（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を必須
成分としてグラフト共重合せしめたグラフト共重合体を１～３０質量部と、（Ｃ）アクリ
ロニトリル－エチレンプロピレン－スチレン系（共）重合体を１～２０質量部と、（Ｄ）
鉛筆硬度がＦより高いアクリル系（共）重合体を１０～５０質量部含有することを特徴と
する芳香族ポリカーボネート樹脂組成物、成形品および成形品の製造方法による。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し、（Ｂ）（ａ）芳香族ビニル系
単量体、（ｂ）シアン化ビニル単量体、（ｃ）メタクリル酸メチル単量体及び（ｄ）共重
合可能なその他の単量体から選ばれた単量体を（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を必須成分として
グラフト共重合せしめたグラフト共重合体を１～３０質量部と、（Ｃ）アクリロニトリル
－エチレンプロピレン－スチレン系（共）重合体を１～２０質量部と、（Ｄ）鉛筆硬度が
Ｆより高いアクリル系（共）重合体を１０～５０質量部含有することを特徴とする芳香族
ポリカーボネート樹脂組成物。
【請求項２】
　前記（Ｄ）アクリル系（共）重合体が、ポリメチルメタアクリレート系（共）重合体で
あることを特徴とする請求項１に記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
【請求項３】
　前記（Ｃ）アクリロニトリル－エチレンプロピレン－スチレン系（共）重合体が、アク
リロニトリル－エチレンプロピレン－スチレン－メチルメタアクリレート系（共）重合体
であることを特徴とする請求項１に記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
【請求項４】
　（Ｅ）エラストマーを、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し、１～
１０質量部含有することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の芳香族ポリカ
ーボネート樹脂組成物。
【請求項５】
　（Ｅ）エラストマーが、コア／シェル型グラフト共重合体であることを特徴とする請求
項４に記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
【請求項６】
　（Ｆ）紫外線吸収剤を、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し、０．
１～１質量部含有することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の芳香族ポリ
カーボネート樹脂組成物。
【請求項７】
　（Ｇ）縮合リン酸エステル系難燃剤を、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量
部に対し、５～４０質量部含有することを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載
の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
【請求項８】
　（Ｈ）ポリテトラフルオロエチレンを、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量
部に対し、０．５～２質量部含有することを特徴とする請求項７に記載の芳香族ポリカー
ボネート樹脂組成物。
【請求項９】
　（Ｉ）平均粒径１０～３０μｍのガラスビーズを、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂
１００質量部に対し、１０～４０質量部含有することを特徴とする請求項７または８に記
載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の樹脂組成物から得られたポリカーボネート樹脂成
形品。
【請求項１１】
　成形品が筐体であることを特徴とする請求項１０に記載のポリカーボネート樹脂成形品
。
【請求項１２】
　溶融樹脂充填直前の金型表面を樹脂組成物のガラス転移温度以上に加熱して、射出成形
することを特徴とする請求項１０または１１に記載のポリカーボネート樹脂成形品の製造
方法。
【請求項１３】
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　金型表面の加熱を高周波電磁誘導加熱により行うことを特徴とする請求項１２に記載の
ポリカーボネート樹脂成形品の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は芳香族ポリカーボネート樹脂組成物、それからなる成形品および成形品の製造
方法に関し、詳しくは、高硬度で高光沢で、かつ流動性、耐衝撃性、難燃性のバランスに
優れた芳香族ポリカーボネート樹脂組成物、それからなる成形品、および成形品の製造方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、芳香族ポリカーボネート樹脂は、透明性、耐衝撃性、耐熱性などに優れ、し
かも、得られる成形品は寸法安定性などにも優れることから、電気・電子機器のハウジン
グ類、自動車用部品類、または、光ディスク関連の部品などの精密成形品類の製造用原料
樹脂として広く使用されている。特に、家電機器、電子機器、画像表示機器の筐体などに
おいては、その美麗な外観を活かし、商品価値の高い商品が得られる。
　しかし、芳香族ポリカーボネート樹脂単独の成形品類は、金属製やガラス製などの製品
類に比べると表面硬度が低いため、耐擦傷性に劣り、布で拭いたり、手荒に扱った場合は
、表面に傷が付き易い欠点を有している。
【０００３】
　これに対し、芳香族ポリカーボネート樹脂を使用した製品の表面に、表面硬度の高い塗
膜を形成する方法が提案され、膜材料としては、例えば、シリコン系樹脂やアクリル系樹
脂のコーティング剤が知られているが、これらは、コーティング膜の密着性に問題があり
、複雑な形状の製品にはコーティングが難しく、価格も高価であり、工業的な使用には制
限がある。また、製品表面を塗装する方法も知られているが、この方法は、コーティング
と同様に、製品形状によっては均一な塗膜を得ることが難しく、有機溶剤を使用するため
に、ポリカーボネート樹脂の溶剤劣化を招き易く、しかも、塗装膜厚が厚くないと、表面
硬度の改良効果が低い。さらには、コーティング面や塗膜面の剥がれにより、外観を損な
う欠点がある。
【０００４】
　また、ポリカーボネート樹脂に硬度の高い無機化合物を配合する方法も知られているが
、この方法は、表面硬度の改良効果が僅かであり、しかも、無機化合物を添加した場合は
、添加物の屈折率と芳香族ポリカーボネート樹脂の屈折率が異なるため、芳香族ポリカー
ボネート樹脂の大きな特徴である透明性が損なわれるという欠点がある。
【０００５】
　一方、透明性および剛性に優れた芳香族ポリカーボネート樹脂を得るため、芳香族ポリ
カーボネート樹脂に、ビフェニル化合物、ターフェニル化合物、ポリカプロラクトンの群
から選ばれる化合物を添加する方法が提案されている（例えば特許文献１～３参照）。し
かし、この方法は、本発明者らの検討の結果によれば、高い耐擦傷性の要求を満足するこ
とが出来ず、上述の工業製品に利用するには未だ不十分である。
【０００６】
　また、芳香族ポリカーボネート樹脂に、メチルメタアクリレート等のアクリレートやＡ
ＢＳ樹脂を配合した耐擦傷性の組成物も多数提案されている。
　例えば、特許文献４では、シアン化ビニル化合物－芳香族ビニル化合物共重合体とメチ
ルメタアクリレートを配合することが記載されている。また、特許文献５には、ポリエス
テル樹脂とＡＢＳ樹脂、ポリカーボネート樹脂およびポリメチルメタアクリレートからな
る樹脂組成物が記載されている。また、特許文献６には、（メタ）アルキルアクリレート
－芳香族ビニル－ポリカーボネート樹脂と反応性のあるビニルモノマーからなる共重合体
を配合することが記載されている。さらに、特許文献７では、ＡＢＳ樹脂等のゴム変性グ
ラフト共重合体とポリメチルメタアクリレート等のビニルモノマー共重合体を配合するこ
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とが提案されている。
【０００７】
　しかしながら、これらの方法は、耐衝撃性、難燃性のバランスは十分ではなく、また硬
度と光沢が共に優れた樹脂組成物とは言いがたい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平０３－１４３９５０号公報
【特許文献２】特開平０５－２５７００２号公報
【特許文献３】特開２０００－１６９６９５号公報
【特許文献４】特開２００１－４９０７２号公報
【特許文献５】特開２００１－２３４０４０号公報
【特許文献６】特開２００８－５６７９８号公報
【特許文献７】ＷＯ２００９／１２８６０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、上記従来技術の問題点に鑑み、高硬度かつ高光沢で、さらに流動性、
耐衝撃性、難燃性のバランスに優れた芳香族ポリカーボネート樹脂組成物、それからなる
成形品、および成形品の製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者は、上記課題を達成すべく、鋭意検討を重ねた結果、（ａ）芳香族ビニル系単
量体、（ｂ）シアン化ビニル単量体、（ｃ）メタクリル酸メチル単量体及び（ｄ）共重合
可能なその他の単量体から選ばれた単量体を（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を必須成分としてグ
ラフト共重合せしめたグラフト共重合体とアクリロニトリル－エチレンプロピレン－スチ
レン系樹脂と、特定の硬度を有するアクリル系樹脂をポリカーボネート樹脂にそれぞれ特
定量配合すると、高硬度で高光沢で、かつ流動性、耐衝撃性、難燃性のバランスに優れた
芳香族ポリカーボネート樹脂組成物が得られることを見出し、本発明を完成させるに至っ
た。
【００１１】
　すなわち、本発明の第１の発明によれば、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質
量部に対し、（Ｂ）（ａ）芳香族ビニル系単量体、（ｂ）シアン化ビニル単量体、（ｃ）
メタクリル酸メチル単量体及び（ｄ）共重合可能なその他の単量体から選ばれた単量体を
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を必須成分としてグラフト共重合せしめたグラフト共重合体を５
～３０質量部と、（Ｃ）アクリロニトリル－エチレンプロピレン－スチレン系（共）重合
体を１～２０質量部と、（Ｄ）鉛筆硬度がＦより高いアクリル系（共）重合体を１０～５
０質量部含有することを特徴とする芳香族ポリカーボネート樹脂組成物が提供される。
【００１２】
　また、本発明の第２の発明によれば、第１の発明において、（Ｄ）アクリル系（共）重
合体が、ポリメチルメタアクリレート系（共）重合体であることを特徴とする芳香族ポリ
カーボネート樹脂組成物が提供される。
【００１３】
　また、本発明の第３の発明によれば、第１の発明において、（Ｃ）アクリロニトリル－
エチレンプロピレン－スチレン系（共）重合体が、アクリロニトリル－エチレンプロピレ
ン－スチレン－メチルメタアクリレート系（共）重合体であることを特徴とする芳香族ポ
リカーボネート樹脂組成物が提供される。
【００１４】
　また、本発明の第４の発明によれば、第１～３のいずれかの発明において、（Ｅ）エラ
ストマーを、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し、１～１０質量部含
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有することを特徴とする芳香族ポリカーボネート樹脂組成物が提供される。
【００１５】
　また、本発明の第５の発明によれば、第４の発明において、（Ｅ）エラストマーが、コ
ア／シェル型グラフト共重合体であることを特徴とする芳香族ポリカーボネート樹脂組成
物が提供される。
【００１６】
　また、本発明の第６の発明によれば、第１～５のいずれかの発明において、（Ｆ）紫外
線吸収剤を、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し、０．１～１質量部
含有することを特徴とする芳香族ポリカーボネート樹脂組成物が提供される。
【００１７】
　また、本発明の第７の発明によれば、第１～６のいずれかの発明において、（Ｇ）縮合
リン酸エステル系難燃剤を、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し、５
～４０質量部含有することを特徴とする芳香族ポリカーボネート樹脂組成物が提供される
。
【００１８】
　また、本発明の第８の発明によれば、第７の発明において、（Ｈ）ポリテトラフルオロ
エチレンを、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し、０．５～２質量部
含有することを特徴とする芳香族ポリカーボネート樹脂組成物が提供される。
【００１９】
　また、本発明の第９の発明によれば、第７または第８の発明において、（Ｉ）平均粒径
１０～３０μｍのガラスビーズを、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対
し、１０～４０質量部含有することを特徴とする芳香族ポリカーボネート樹脂組成物が提
供される。
【００２０】
　また、本発明の第１０の発明によれば、第１～９のいずれかの発明の樹脂組成物から得
られたポリカーボネート樹脂成形品が提供される。
【００２１】
　また、本発明の第１１の発明によれば、第１０の発明において、成形品が筐体であるポ
リカーボネート樹脂成形品が提供される。
【００２２】
　また、本発明の第１２の発明によれば、第１０または第１１の発明において、溶融樹脂
充填直前の金型表面を樹脂組成物のガラス転移温度以上に加熱して、射出成形することを
特徴とするポリカーボネート樹脂成形品の製造方法が提供される。
【００２３】
　さらに、本発明の第１３の発明によれば、第１２の発明において、金型表面の加熱を高
周波電磁誘導加熱により行うことを特徴とするポリカーボネート樹脂成形品の製造方法が
提供される。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物、それからなる成形品およびその製造方法
によれば、高硬度かつ高光沢で、さらに流動性、耐衝撃性、難燃性のバランスに優れた芳
香族ポリカーボネート樹脂組成物及びそれからなる成形品を得ることができる。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明について実施形態及び例示物等を示して詳細に説明するが、本発明は、以
下に示す実施形態及び例示物等に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範
囲において任意に変更して実施できる。
【００２６】
［１．概要］
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１
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００質量部に対し、（Ｂ）（ａ）芳香族ビニル系単量体、（ｂ）シアン化ビニル単量体、
（ｃ）メタクリル酸メチル単量体及び（ｄ）共重合可能なその他の単量体から選ばれた単
量体を（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を必須成分としてグラフト共重合せしめたグラフト共重合
体を５～３０質量部と、（Ｃ）アクリロニトリル－エチレンプロピレン－スチレン系（共
）重合体を１～２０質量部と、（Ｄ）鉛筆硬度がＦより高いアクリル系（共）重合体を１
０～５０質量部含有することを特徴とする。
【００２７】
［２．芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）］
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物に用いる芳香族ポリカーボネート樹脂は、
その種類に制限は無く、また、１種のみを用いてもよく、２種以上を、任意の組み合わせ
及び任意の比率で、併用してもよい。
　芳香族ポリカーボネート樹脂は、一般式－（－Ｏ－Ｘ１－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－）－で示さ
れる炭酸結合を有する基本構造の重合体である。式中、Ｘ１は、一般には炭化水素である
が、種々の特性付与のためヘテロ原子、ヘテロ結合の導入されたＸ１を用いてもよい。
　芳香族ポリカーボネート樹脂とは、炭酸結合に直接結合する炭素がそれぞれ芳香族炭素
であるポリカーボネート樹脂をいう。芳香族ポリカーボネートは、各種ポリカーボネート
のなかでも、耐熱性、機械的物性、電気的特性等の観点から、優れている。
【００２８】
　芳香族ポリカーボネート樹脂の具体的な種類に制限は無いが、例えば、ジヒドロキシ化
合物とカーボネート前駆体とを反応させてなる芳香族ポリカーボネート重合体が挙げられ
る。この際、ジヒドロキシ化合物及びカーボネート前駆体に加えて、ポリヒドロキシ化合
物等を反応させるようにしても良い。また、二酸化炭素をカーボネート前駆体として、環
状エーテルと反応させる方法も用いても良い。また芳香族ポリカーボネート重合体は、直
鎖状でもよく、分岐鎖状でもよい。さらに、芳香族ポリカーボネート重合体は１種の繰り
返し単位からなる単独重合体であってもよく、２種以上の繰り返し単位を有する共重合体
であってもよい。このとき共重合体は、ランダム共重合体、ブロック共重合体等、種々の
共重合形態を選択することができる。なお、通常、このような芳香族ポリカーボネート重
合体は、熱可塑性の樹脂となる。
【００２９】
　芳香族ポリカーボネート樹脂の原料となるモノマーのうち、芳香族ジヒドロキシ化合物
の例を挙げると、以下のとおりである。
【００３０】
１，２－ジヒドロキシベンゼン、１，３－ジヒドロキシベンゼン（即ち、レゾルシノール
）、１，４－ジヒドロキシベンゼン等のジヒドロキシベンゼン類；
２，５－ジヒドロキシビフェニル、２，２’－ジヒドロキシビフェニル、４，４’－ジヒ
ドロキシビフェニル等のジヒドロキシビフェニル類；
【００３１】
２，２’－ジヒドロキシ－１，１’－ビナフチル、１，２－ジヒドロキシナフタレン、１
，３－ジヒドロキシナフタレン、２，３－ジヒドロキシナフタレン、１，６－ジヒドロキ
シナフタレン、２，６－ジヒドロキシナフタレン、１，７－ジヒドロキシナフタレン、２
，７－ジヒドロキシナフタレン等のジヒドロキシナフタレン類；
【００３２】
２，２’－ジヒドロキシジフェニルエーテル、３，３’－ジヒドロキシジフェニルエーテ
ル、４，４’－ジヒドロキシジフェニルエーテル、４，４’－ジヒドロキシ－３，３’－
ジメチルジフェニルエーテル、１，４－ビス（３－ヒドロキシフェノキシ）ベンゼン、１
，３－ビス（４－ヒドロキシフェノキシ）ベンゼン等のジヒドロキシジアリールエーテル
類；
【００３３】
２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン（即ち、ビスフェノールＡ）、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン、
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２，２－ビス（３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、
２，２－ビス（３－メトキシ－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、
２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－（３－メトキシ－４－ヒドロキシフェニル）プロ
パン、
１，１－ビス（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、
２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルフェニル）プロパン、
２，２－ビス（３－シクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、
２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－（３－シクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル
）プロパン、
α，α’－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－１，４－ジイソプロピルベンゼン、
１，３－ビス［２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－プロピル］ベンゼン、
ビス（４－ヒドロキシフェニル）メタン、
ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキシルメタン、
ビス（４－ヒドロキシフェニル）フェニルメタン、
ビス（４－ヒドロキシフェニル）（４－プロペニルフェニル）メタン、
ビス（４－ヒドロキシフェニル）ジフェニルメタン、
ビス（４－ヒドロキシフェニル）ナフチルメタン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）エタン、
１，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）エタン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－１－フェニルエタン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－１－ナフチルエタン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ブタン、
２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ブタン、
２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ペンタン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ヘキサン、
２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ヘキサン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）オクタン、
２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）オクタン、
４，４－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ヘプタン、
２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ノナン、
１，１０－ビス（４－ヒドロキシフェニル）デカン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ドデカン、
等のビス（ヒドロキシアリール）アルカン類；
【００３４】
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロペンタン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン、
１，４－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３，３－ジメチルシクロヘキサン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３，４－ジメチルシクロヘキサン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３，５－ジメチルシクロヘキサン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルフェニル）－３，３，５－トリメチル
シクロヘキサン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３－プロピル－５－メチルシクロヘキサン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３－ｔｅｒｔ－ブチル－シクロヘキサン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３－ｔｅｒｔ－ブチル－シクロヘキサン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３－フェニルシクロヘキサン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－４－フェニルシクロヘキサン、
等のビス（ヒドロキシアリール）シクロアルカン類；
【００３５】
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９，９－ビス（４－ヒドロキシフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキシ－
３－メチルフェニル）フルオレン等のカルド構造含有ビスフェノール類；
４，４’－ジヒドロキシジフェニルスルフィド、４，４’－ジヒドロキシ－３，３’－ジ
メチルジフェニルスルフィド等のジヒドロキシジアリールスルフィド類；
４，４’－ジヒドロキシジフェニルスルホキシド、４，４’－ジヒドロキシ－３，３’－
ジメチルジフェニルスルホキシド等のジヒドロキシジアリールスルホキシド類；
４，４’－ジヒドロキシジフェニルスルホン、４，４’－ジヒドロキシ－３，３’－ジメ
チルジフェニルスルホン等のジヒドロキシジアリールスルホン類；等が挙げられる。
【００３６】
　これらのなかでもビス（ヒドロキシアリール）アルカン類が好ましく、なかでもビス（
４－ヒドロキシフェニル）アルカン類が好ましく、特に耐衝撃性、耐熱性の点から２，２
－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン（即ち、ビスフェノールＡ）が好ましい。
　なお、芳香族ジヒドロキシ化合物は、１種を用いてもよく、２種以上を任意の組み合わ
せ及び比率で併用してもよい。
【００３７】
　芳香族ポリカーボネート樹脂の原料となるモノマーのうち、カーボネート前駆体の例を
挙げると、カルボニルハライド、カーボネートエステル等が使用される。なお、カーボネ
ート前駆体は、１種を用いてもよく、２種以上を任意の組み合わせ及び比率で併用しても
良い。
　カルボニルハライドとしては、具体的には例えば、ホスゲン；ジヒドロキシ化合物のビ
スクロロホルメート体、ジヒドロキシ化合物のモノクロロホルメート体等のハロホルメー
ト等が挙げられる。
　カーボネートエステルとしては、具体的には例えば、ジフェニルカーボネート、ジトリ
ルカーボネート等のジアリールカーボネート類；ジメチルカーボネート、ジエチルカーボ
ネート等のジアルキルカーボネート類；ジヒドロキシ化合物のビスカーボネート体、ジヒ
ドロキシ化合物のモノカーボネート体、環状カーボネート等のジヒドロキシ化合物のカー
ボネート体等が挙げられる。
【００３８】
・芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法
　芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法は、特に限定されるものではなく、任意の方法
を採用できる。その例を挙げると、界面重合法、溶融エステル交換法、ピリジン法、環状
カーボネート化合物の開環重合法、プレポリマーの固相エステル交換法などを挙げること
ができる。以下、これらの方法のうち特に好適なものについて、具体的に説明する。
【００３９】
・・界面重合法
　まず、芳香族ポリカーボネート樹脂を界面重合法で製造する場合について説明する。界
面重合法では、反応に不活性な有機溶媒及びアルカリ水溶液の存在下で、通常ｐＨを９以
上に保ち、ジヒドロキシ化合物とカーボネート前駆体（好ましくは、ホスゲン）とを反応
させた後、重合触媒の存在下で界面重合を行うことによって芳香族ポリカーボネート樹脂
を得る。なお、反応系には、必要に応じて分子量調整剤（末端停止剤）を存在させるよう
にしてもよく、ジヒドロキシ化合物の酸化防止のために酸化防止剤を存在させるようにし
てもよい。
　ジヒドロキシ化合物及びカーボネート前駆体は、前述のとおりである。なお、カーボネ
ート前駆体のなかでもホスゲンを用いることが好ましく、ホスゲンを用いた場合の方法は
特にホスゲン法と呼ばれる。
【００４０】
　反応に不活性な有機溶媒としては、例えば、ジクロロメタン、１，２－ジクロロエタン
、クロロホルム、モノクロロベンゼン、ジクロロベンゼン等の塩素化炭化水素等；ベンゼ
ン、トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素；などが挙げられる。なお、有機溶媒は、１
種を用いてもよく、２種以上を任意の組み合わせ及び比率で併用しても良い。
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【００４１】
　アルカリ水溶液に含有されるアルカリ化合物としては、例えば、水酸化ナトリウム、水
酸化カリウム、水酸化リチウム、炭酸水素ナトリウム等のアルカリ金属化合物やアルカリ
土類金属化合物が挙げられるが、なかでも水酸化ナトリウム及び水酸化カリウムが好まし
い。なお、アルカリ化合物は、１種を用いてもよく、２種以上を任意の組み合わせ及び比
率で併用しても良い。
　アルカリ水溶液中のアルカリ化合物の濃度に制限は無いが、通常、反応のアルカリ水溶
液中のｐＨを１０～１２にコントロールするために、５～１０質量％で使用される。また
、例えばホスゲンを吹き込むに際しては、水相のｐＨが１０～１２、好ましくは１０～１
１になるようにコントロールするために、ビスフェノール化合物とアルカリ化合物とのモ
ル比を、通常１：１．９以上、なかでも１：２．０以上、また、通常１：３．２以下、な
かでも１：２．５以下とすることが好ましい。
【００４２】
　重合触媒としては、例えば、トリメチルアミン、トリエチルアミン、トリブチルアミン
、トリプロピルアミン、トリヘキシルアミン等の脂肪族三級アミン；Ｎ，Ｎ’－ジメチル
シクロヘキシルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルシクロヘキシルアミン等の脂環式三級アミン
；Ｎ，Ｎ’－ジメチルアニリン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルアニリン等の芳香族三級アミン；ト
リメチルベンジルアンモニウムクロライド、テトラメチルアンモニウムクロライド、トリ
エチルベンジルアンモニウムクロライド等の第四級アンモニウム塩等；ピリジン；グアニ
ン；グアニジンの塩；等が挙げられる。なお、重合触媒は、１種を用いてもよく、２種以
上を任意の組み合わせ及び比率で併用しても良い。
【００４３】
　分子量調節剤としては、例えば、一価のフェノール性水酸基を有する芳香族フェノール
；メタノール、ブタノールなどの脂肪族アルコール；メルカプタン；フタル酸イミド等が
挙げられるが、なかでも芳香族フェノールが好ましい。このような芳香族フェノールとし
ては、具体的に、ｍ－メチルフェノール、ｐ－メチルフェノール、ｍ－プロピルフェノー
ル、ｐ－プロピルフェノール、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、ｐ－長鎖アルキル置換
フェノール等のアルキル基置換フェノール；イソプロパニルフェノール等のビニル基含有
フェノール；エポキシ基含有フェノール；ｏ－オキシン安息香酸、２－メチル－６－ヒド
ロキシフェニル酢酸等のカルボキシル基含有フェノール；等が挙げられる。なお、分子量
調整剤は、１種を用いてもよく、２種以上を任意の組み合わせ及び比率で併用しても良い
。
　分子量調節剤の使用量は、ジヒドロキシ化合物１００モルに対して、通常０．５モル以
上、好ましくは１モル以上であり、また、通常５０モル以下、好ましくは３０モル以下で
ある。分子量調整剤の使用量をこの範囲とすることで、芳香族ポリカーボネート樹脂組成
物の熱安定性及び耐加水分解性を向上させることができる。
【００４４】
　反応の際に、反応基質、反応媒、触媒、添加剤等を混合する順番は、所望の芳香族ポリ
カーボネート樹脂が得られる限り任意であり、適切な順番を任意に設定すればよい。例え
ば、カーボネート前駆体としてホスゲンを用いた場合には、分子量調節剤はジヒドロキシ
化合物とホスゲンとの反応（ホスゲン化）の時から重合反応開始時までの間であれば任意
の時期に混合できる。
　なお、反応温度は通常０～４０℃であり、反応時間は通常は数分（例えば、１０分）～
数時間（例えば、６時間）である。
【００４５】
・・溶融エステル交換法
　次に、芳香族ポリカーボネート樹脂を溶融エステル交換法で製造する場合について説明
する。溶融エステル交換法では、例えば、炭酸ジエステルとジヒドロキシ化合物とのエス
テル交換反応を行う。
【００４６】
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　ジヒドロキシ化合物は、前述の通りである。
　一方、炭酸ジエステルとしては、例えば、ジメチルカーボネート、ジエチルカーボネー
ト、ジ－ｔｅｒｔ－ブチルカーボネート等の炭酸ジアルキル化合物；ジフェニルカーボネ
ート；ジトリルカーボネート等の置換ジフェニルカーボネートなどが挙げられる。なかで
も、ジフェニルカーボネート及び置換ジフェニルカーボネートが好ましく、ジフェニルカ
ーボネートが特に好ましい。なお、炭酸ジエステルは１種を用いてもよく、２種以上を任
意の組み合わせ及び比率で併用しても良い。
【００４７】
　ジヒドロキシ化合物と炭酸ジエステルとの比率は所望の芳香族ポリカーボネート樹脂が
得られる限り任意であるが、ジヒドロキシ化合物１モルに対して、炭酸ジエステルを等モ
ル量以上用いることが好ましく、なかでも１．０１モル以上用いることがより好ましい。
なお、上限は通常１．３０モル以下である。このような範囲にすることで、末端水酸基量
を好適な範囲に調整できる。
【００４８】
　芳香族ポリカーボネート樹脂では、その末端水酸基量が、熱安定性、加水分解安定性、
色調等に大きな影響を及ぼす傾向がある。このため、公知の任意の方法によって末端水酸
基量を必要に応じて調整してもよい。エステル交換反応においては、通常、炭酸ジエステ
ルと芳香族ジヒドロキシ化合物との混合比率、エステル交換反応時の減圧度などを調整す
ることにより、末端水酸基量を調整した芳香族ポリカーボネート樹脂を得ることができる
。なお、この操作により、得られる芳香族ポリカーボネート樹脂の分子量を調整すること
もできる。
【００４９】
　炭酸ジエステルとジヒドロキシ化合物との混合比率を調整して末端水酸基量を調整する
場合、その混合比率は前記の通りである。
　また、より積極的な調整方法としては、反応時に別途、末端停止剤を混合する方法が挙
げられる。この際の末端停止剤としては、例えば、一価フェノール類、一価カルボン酸類
、炭酸ジエステル類などが挙げられる。なお、末端停止剤は、１種を用いてもよく、２種
以上を任意の組み合わせ及び比率で併用しても良い。
【００５０】
　溶融エステル交換法により芳香族ポリカーボネート樹脂を製造する際には、通常、エス
テル交換触媒が使用される。エステル交換触媒は任意のものを使用できる。なかでも、例
えばアルカリ金属化合物及び／又はアルカリ土類金属化合物を用いることが好ましい。ま
た補助的に、例えば塩基性ホウ素化合物、塩基性リン化合物、塩基性アンモニウム化合物
、アミン系化合物などの塩基性化合物を併用してもよい。なお、エステル交換触媒は、１
種を用いてもよく、２種以上を任意の組み合わせ及び比率で併用しても良い。
【００５１】
　溶融エステル交換法において、反応温度は通常１００～３２０℃である。また、反応時
の圧力は通常２ｍｍＨｇ以下の減圧条件である。具体的操作としては、前記の条件で、芳
香族ヒドロキシ化合物等の副生成物を除去しながら、溶融重縮合反応を行えばよい。
　溶融重縮合反応は、バッチ式、連続式の何れの方法でも行うことができる。バッチ式で
行う場合、反応基質、反応媒、触媒、添加剤等を混合する順番は、所望の芳香族ポリカー
ボネート樹脂が得られる限り任意であり、適切な順番を任意に設定すればよい。ただし、
芳香族ポリカーボネート樹脂及び芳香族ポリカーボネート樹脂組成物の安定性等を考慮す
ると、溶融重縮合反応は連続式で行うことが好ましい。
【００５２】
　溶融エステル交換法においては、必要に応じて、触媒失活剤を用いても良い。触媒失活
剤としてはエステル交換触媒を中和する化合物を任意に用いることができる。その例を挙
げると、イオウ含有酸性化合物及びその誘導体などが挙げられる。なお、触媒失活剤は、
１種を用いてもよく、２種以上を任意の組み合わせ及び比率で併用しても良い。
　触媒失活剤の使用量は、前記のエステル交換触媒が含有するアルカリ金属又はアルカリ
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土類金属に対して、通常０．５当量以上、好ましくは１当量以上であり、また、通常１０
当量以下、好ましくは５当量以下である。更には、芳香族ポリカーボネート樹脂に対して
、通常１ｐｐｍ以上であり、また、通常１００ｐｐｍ以下、好ましくは２０ｐｐｍ以下で
ある。
【００５３】
　本発明に用いる芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）の分子量は任意であり、適宜選択し
て決定すればよいが、粘度平均分子量［Ｍｖ］で１０，０００～４０，０００であること
が好ましい。粘度平均分子量が１０，０００未満では、機械的強度が十分ではなくなる傾
向があり、粘度平均分子量が４０，０００を超えると、流動性が悪く成形性が悪くなる傾
向にある。粘度平均分子量は、より好ましくは１６，０００～４０，０００であり、さら
に好ましくは１８，０００～３０，０００である。分子量をこのような範囲に調節するに
は、後記するような分子量調節剤の量を制御する等の公知の方法で可能である。
【００５４】
　ここで、粘度平均分子量［Ｍｖ］とは、溶媒としてメチレンクロライドを使用し、ウベ
ローデ粘度計を用いて温度２０℃での極限粘度［η］（単位ｄｌ／ｇ）を求め、Ｓｃｈｎ
ｅｌｌの粘度式、すなわち、η＝１．２３×１０－４Ｍｖ０．８３から算出される値を意
味する。また極限粘度［η］とは、各溶液濃度［Ｃ］（ｇ／ｄｌ）での比粘度［ηｓｐ］
を測定し、下記式により算出した値である。
【００５５】
【数１】

【００５６】
・芳香族ポリカーボネート樹脂に関するその他の事項
　芳香族ポリカーボネート樹脂の末端水酸基濃度は任意であり、適宜選択して決定すれば
よいが、通常１０００ｐｐｍ以下、好ましくは８００ｐｐｍ以下、より好ましくは６００
ｐｐｍ以下である。これにより本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物の滞留熱安定
性及び色調をより向上させることができる。また、その下限は、特に溶融エステル交換法
で製造された芳香族ポリカーボネート樹脂では、通常１０ｐｐｍ以上、好ましくは３０ｐ
ｐｍ以上、より好ましくは４０ｐｐｍ以上である。これにより、分子量の低下を抑制し、
本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物の機械的特性をより向上させることができる
。
　なお、末端水酸基濃度の単位は、芳香族ポリカーボネート樹脂の重量に対する、末端水
酸基の重量をｐｐｍで表示したものである。その測定方法は、四塩化チタン／酢酸法によ
る比色定量（Ｍａｃｒｏｍｏｌ．Ｃｈｅｍ．８８　２１５（１９６５）に記載の方法）に
て行われる。
【００５７】
　なお、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）は、芳香族ポリカーボネート樹脂の１種のみ
を含む態様に限定されず、モノマー組成、分子量、末端水酸基濃度等が異なる芳香族ポリ
カーボネート樹脂の２種以上を混合して使用してもよい。また、芳香族ポリカーボネート
樹脂に他の熱可塑性樹脂を混合したアロイ（混合物）として組み合わせて用いてもよい。
【００５８】
　さらに、例えば、難燃性や耐衝撃性をさらに高める目的で、芳香族ポリカーボネート樹
脂を、シロキサン構造を有するオリゴマーまたはポリマーとの共重合体；熱酸化安定性や
難燃性をさらに向上させる目的でリン原子を有するモノマー、オリゴマーまたはポリマー
との共重合体；熱酸化安定性を向上させる目的で、ジヒドロキシアントラキノン構造を有
するモノマー、オリゴマーまたはポリマーとの共重合体；光学的性質を改良するためにポ
リスチレン等のオレフィン系構造を有するオリゴマーまたはポリマーとの共重合体；耐薬
品性を向上させる目的でポリエステル樹脂オリゴマーまたはポリマーとの共重合体；等の
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、ポリカーボネート樹脂を主体とする共重合体として構成してもよい。
【００５９】
　また、成形品の外観の向上や流動性の向上を図るため、ポリカーボネート樹脂は、ポリ
カーボネートオリゴマーを含有していてもよい。このポリカーボネートオリゴマーの粘度
平均分子量［Ｍｖ］は、通常１，５００以上、好ましくは２，０００以上であり、また、
通常９，５００以下、好ましくは９，０００以下である。さらに、含有されるポリカーボ
ネートリゴマーは、ポリカーボネート樹脂（ポリカーボネートオリゴマーを含む）の３０
質量％以下とすることが好ましい。
【００６０】
　さらにポリカーボネート樹脂は、バージン原料だけでなく、使用済みの製品から再生さ
れたポリカーボネート樹脂（いわゆるマテリアルリサイクルされたポリカーボネート樹脂
）であってもよい。前記の使用済みの製品としては、例えば、光学ディスク等の光記録媒
体；導光板；自動車窓ガラス、自動車ヘッドランプレンズ、風防等の車両透明部材；水ボ
トル等の容器；メガネレンズ；防音壁、ガラス窓、波板等の建築部材などが挙げられる。
また、製品の不適合品、スプルー、ランナー等から得られた粉砕品またはそれらを溶融し
て得たペレット等も使用可能である。
　ただし、再生されたポリカーボネート樹脂は、本発明のポリカーボネート樹脂組成物に
含まれるポリカーボネート樹脂のうち、８０質量％以下であることが好ましく、中でも５
０質量％以下であることがより好ましい。再生されたポリカーボネート樹脂は、熱劣化や
経年劣化等の劣化を受けている可能性が高いため、このようなポリカーボネート樹脂を前
記の範囲よりも多く用いた場合、色相や機械的物性を低下させる可能性があるためである
。
【００６１】
［３．グラフト共重合体（Ｂ）］
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、（ａ）芳香族ビニル系単量体、（ｂ）
シアン化ビニル単量体、（ｃ）メタクリル酸メチル単量体及び（ｄ）共重合可能なその他
の単量体から選ばれた単量体を（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を必須成分としてグラフト共重合
せしめたグラフト共重合体（Ｂ）（以下、重合体（Ｂ）または（Ｂ）成分もしくは成分（
Ｂ）ということがある。）を、上記芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に対
し、１～３０質量部含有する。
【００６２】
　本発明における（ａ）芳香族ビニル系単量体としては、スチレン、α－メチルスチレン
、ビニルトルエン、ｏ－エチルスチレン及びｏ，ｐ－ジクロロスチレン等が挙げられ、剛
性や耐衝撃性の面からスチレン及びα－メチルスチレンが好ましい。また、これらの単量
体は単独で用いるだけでなく、２種以上を併用して用いることができる。
　（ｂ）シアン化ビニル単量体としては、アクリロニトリル及びメタクリロニトリル等が
挙げられる。また、これらの単量体は単独で用いるだけでなく、２種以上を併用して用い
ることができる。
【００６３】
　（ｄ）共重合可能なその他の単量体から選ばれた単量体としては、メチルアクリレート
、エチルアクリレート、プロピルアクリレート、ブチルアクリレート、アミルアクリレー
ト、ヘキシルアクリレート、オクチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、
シクロヘキシルアクリレート、ドデシルアクリレート、オクタデシルアクリレート、フェ
ニルアクリレート及びベンジルアクリレート等のアクリル酸エステル、エチルメタクリレ
ート、プロピルメタクリレート、ブチルメタクリレート、アミルメタクリレート、ヘキシ
ルメタクリレート、オクチルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、シク
ロヘキシルメタクリレート、ドデシルメタクリレート、オクタデシルメタクリレート、フ
ェニルメタクリレート及びベンジルメタクリレート等のメタクリル酸エステル、マレイミ
ド、Ｎ－メチルマレイミド、Ｎ－ブチルマレイミド、Ｎ－（ｐ－メチルフェニル）マレイ
ミド、Ｎ－フェニルマレイミド及びＮ－シクロヘキシルマレイミド等のα－またはβ－不
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飽和ジカルボン酸のイミド化合物、アクリルアミド及びメタクリルアミド等の不飽和カル
ボン酸アミド等が挙げられる。また、これらの単量体は単独で用いるだけでなく、２種以
上を併用して用いることができる。
【００６４】
　本発明における（ａ）芳香族ビニル系単量体、（ｂ）シアン化ビニル単量体、（ｃ）メ
タクリル酸メチル単量体及び（ｄ）共重合可能なその他の単量体の割合としては、（ａ）
芳香族ビニル系単量体１５～９０質量％と（ｂ）シアン化ビニル単量体２～６０質量％と
（ｃ）メタクリル酸メチル単量体８～６０質量％及び（ｄ）共重合可能なその他の単量体
０～７０質量％であることが好ましい。この範囲外では、芳香族ポリカーボネート樹脂（
Ａ）と後述の鉛筆硬度がＦより高いアクリル系（共）重合体（Ｄ）の相溶性に劣るため外
観が損なわれたり、流動性と耐衝撃性、鉛筆硬度のバランスに欠ける傾向がある。
【００６５】
［４．アクリルニトリル－エチレンプロピレン－スチレン系（共）重合体（Ｃ）］
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、アクリルニトリル－エチレンプロピレ
ン－スチレン系（共）重合体（Ｃ）（以下、重合体（Ｃ）または（Ｃ）成分もしくは成分
（Ｃ）ということがある。）を、上記芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に
対し、１～２０質量部含有する。
　このような重合体（Ｃ）を、前記のグラフト共重合体（Ｂ）及び後記するアクリル系（
共）重合体（Ｄ）と共に、このような量で配合することで、本発明の芳香族ポリカーボネ
ート樹脂組成物の優れた硬度と光沢を維持した高耐衝撃性のバランスを達成することがで
きる。
【００６６】
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物に使用するアクリルニトリル－エチレンプ
ロピレン－スチレン系（共）重合体（Ｃ）は、少なくともアクリロニトリルとエチレンと
プロピレンとスチレンを共重合して得られる熱可塑性（共）重合体である。
　アクリルニトリル－エチレンプロピレン－スチレン系（共）重合体（Ｃ）は、さらに他
のビニル単量体を使用しても良く、他に使用するビニル単量体としては、メタクリロニト
リル等の他のシアン化ビニル、１－ブテン等のオレフィン、α－メチルスチレン、ｐ－メ
チルスチレン、ビニルキシレン、ジメチルスチレン、ｐ－ｔ－ブチルスチレン、ブロモス
チレン、ジブロモスチレン等のスチレン誘導体、ブタジエン、イソプレン等の共役ジエン
、（メタ）アクリレート化合物が挙げられ、これらは、２種以上を追加混合して使用する
こともできる。
【００６７】
　以上のうち、好ましい追加の（共）重合用ビニル単量体としては、ＣＨ２＝ＣＲ１－Ｃ
ＯＯＲ２（式中、Ｒ１は水素原子またはメチル基を、Ｒ２はアルキル基を示す。）で表さ
れるアクリレートまたはメタクリレート化合物が挙げられ、Ｒ２のアルキル基としては、
炭素数が１～８のものが好ましく、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチ
ル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸－２
－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸－ｎ－オクチルなどが挙げられる。（メタ）アク
リル酸アルキルエステルのアルキル基は、直鎖状でも分岐鎖状でもよい。これらは単独で
も、２種以上を併用してもよい。
　これらのうち、メタアクリル酸メチル、すなわちメチルメタアクリレートを使用したア
クリルニトリル－エチレンプロピレン－スチレン－メチルメタアクリレート系（共）重合
体が特に好ましい。
【００６８】
　アクリルニトリル－エチレンプロピレン－スチレン系（共）重合体（Ｃ）は、乳化重合
、溶液重合、塊状重合、懸濁重合あるいは塊状・懸濁重合等の方法により製造され、また
共重合反応で使用する開始剤、連鎖移動剤等は必要に応じて、公知のものが使用可能であ
る。
【００６９】
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　上記したアクリルニトリル－エチレンプロピレン－スチレン系（共）重合体（Ｃ）を使
用することにより、高硬度でかつ高光沢の組成物とすることができ、かつ流動性、耐衝撃
性、難燃性等を低下させることなく、これらのバランスの取れた、優れた芳香族ポリカー
ボネート樹脂組成物とすることが可能になる。
　アクリルニトリル－エチレンプロピレン－スチレン系（共）重合体（Ｃ）の含有量は、
ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に対し、１～２０質量部であり、好ましくは３
～１０質量部である。含有量が１質量部未満の場合は、ポリカーボネート樹脂の耐衝撃性
を維持する効果が充分に得られず、使用割合が２０質量部を超える場合は、ポリカーボネ
ート樹脂の硬度が低下する傾向にあるため好ましくない。
【００７０】
［５．アクリル系（共）重合体（Ｄ）］
　アクリル系（共）重合体（Ｄ）（以下、重合体（Ｄ）または（Ｄ）成分もしくは成分（
Ｄ）ということがある。）としては、アクリル系モノマーを使用した重合体または共重合
体であって、上記した重合体（Ｃ）と同じもの以外であり、鉛筆硬度がＦより高いもので
あれば、いずれも使用できる。
　（共）重合体成分（Ｄ）は、アクリル系単量体を主な構成単位として有するものであり
、具体的には、アルキル基の炭素数が通常１～１８のメタクリル酸アルキルまたはアクリ
ル酸アルキルの単独重合、両者の共重合、メタクリル酸アルキルまたはアクリル酸アルキ
ルと共重合可能なビニル系単量体とを共重合してなるものが好ましい。アルキル基の炭素
数が１９以上であると、共重合反応が難しくなる。
【００７１】
　このようなメタクリル酸アルキルまたはアクリル酸アルキルとしては、例えば、メタク
リル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸ブチル、メタクリル酸－２－エチルヘ
キシル、メタクリル酸シクロヘキシル、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル
酸プロピル、アクリル酸ブチル、アクリル酸ヘキシル、アクリル酸－２－エチルヘキシル
、アクリル酸シクロヘキシル等が挙げられる。
【００７２】
　また、これらと共重合可能なビニル系単量体としては、例えば、スチレン、α－メチル
スチレン、アクリロニトリル、酢酸ビニル等が挙げられる。メタクリル酸アルキルまたは
アクリル酸アルキルと、それと共重合可能なビニル系単量体との好ましい混合割合は、メ
タクリル酸アルキルを４０～９５質量％とアクリル酸アルキル５～６０質量％、および共
重合可能な他の単量体０～３０質量％である。
【００７３】
　特に、本発明に使用されるアクリル系（共）重合体（Ｄ）として好ましいのは、アルキ
ル基の炭素数が１～１８、特には１～８の、メタクリル酸アルキルとアクリル酸アルキル
を、必要により上記ビニル系単量体とを、共重合してなるメタクリル酸メチル－アクリル
酸メチル系共重合体である。
【００７４】
　また、アクリル系（共）重合体（Ｄ）としては、アクリル酸アルキルエステル、メタク
リル酸アルキルエステルと共重合し得る１分子当たり２個以上の非共役２重結合を有する
多官能性単量体を、好ましくは０．１～２０重量％程度加えて、共重合させて製造した架
橋タイプのものであってもよい。
【００７５】
　２個以上の非共役２重結合を有する多官能性単量体は、主として弾性体成分を架橋させ
、架橋弾性体とするために用いられるものである。その具体例としては、例えばトリメチ
ロールプロパントリ（メタ）アクリレート、アリルメタクリレート、トリアリルシアヌレ
ート、トリアリルイソシアネート、エチレングリコールジメタクリレート、プロピレング
リコールジアリルエーテル、ジビニルベンゼン、ジエチレングリコールジメタクリレート
、１，６－ヘキサンジオールジメタアクリレート等が挙げられる。なかでも、トリメチロ
ールプロパントリ（メタ）アクリレート等が、好ましく挙げられる。
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【００７６】
　アクリル系（共）重合体（Ｄ）は、上記した単量体を懸濁重合させることにより製造で
きる。例えば、ポリビニルアルコールを分散剤として懸濁させて重合を行い、ろ過、洗浄
、篩がけ、乾燥することにより得られる。
【００７７】
　本発明において、アクリル系（共）重合体（Ｄ）としては、その表面硬度が鉛筆硬度で
「Ｆ」より高いものを使用する。重合体（Ｄ）がＦより高い鉛筆硬度を有することで、本
発明の樹脂組成物を成形品とした場合に擦過しても擦過痕が残らず、成形品は耐擦傷性に
優れる。ここで鉛筆硬度は、前記したとおりである。
　重合体（Ｄ）の鉛筆硬度は、好ましくはＦ以上であり、Ｈ以上であることがより好まし
く、２Ｈ以上であることがさらに好ましく、３Ｈ以上であることが特に好ましい。
【００７８】
　このような硬度の重合体（Ｄ）は、使用する単量体の種類、その使用割合、分子量等を
適宜調整することにより可能であり、また市販品の中から選定することも可能である。
【００７９】
　アクリル系（共）重合体（Ｄ）の含有量は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００
質量部に対し、１０～５０質量部であり、好ましくは１３～５０質量部である。アクリル
系（共）重合体（Ｄ）の使用割合が１０質量部未満の場合は、ポリカーボネート樹脂の高
硬度および高光沢を向上させる効果が充分に得られず、使用割合が５０質量部を超える場
合は、ポリカーボネート樹脂の耐衝撃性等が低下する傾向にあり、また、難燃性を得るこ
とが困難となり、さらにはポリカーボネート樹脂とアクリル系（共）重合体が層状に剥離
しやすくなるため好ましくない。
【００８０】
［６．エラストマー（Ｅ）］
　本発明のポリカーボネート樹脂組成物は、その他の成分としてエラストマー（Ｅ）を含
有することが好ましい。エラストマーを含有することで、ポリカーボネート樹脂組成物の
耐衝撃性を改良することができる。
【００８１】
　本発明に用いるエラストマーは、なかでもゴム成分にこれと共重合可能な単量体成分と
をグラフト共重合したグラフト共重合体が好ましい。グラフト共重合体の製造方法として
は、塊状重合、溶液重合、懸濁重合、乳化重合などのいずれの製造方法であってもよく、
共重合の方式は一段グラフトでも多段グラフトであってもよい。
【００８２】
　ゴム成分は、ガラス転移温度が通常０℃以下、中でも－２０℃以下が好ましく、更には
－３０℃以下が好ましい。ゴム成分の具体例としては、ポリブタジエンゴム、ポリイソプ
レンゴム、ポリブチルアクリレートやポリ（２－エチルヘキシルアクリレート）、ブチル
アクリレート・２－エチルヘキシルアクリレート共重合体などのポリアルキルアクリレー
トゴム、ポリオルガノシロキサンゴムなどのシリコーン系ゴム、ブタジエン－アクリル複
合ゴム、ポリオルガノシロキサンゴムとポリアルキルアクリレートゴムとからなるＩＰＮ
（Ｉｎｔｅｒｐｅｎｅｔｒａｔｉｎｇ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）型複合ゴム、
スチレン－ブタジエンゴム、エチレン－プロピレンゴムやエチレン－ブテンゴム、エチレ
ン－オクテンゴムなどのエチレン－αオレフィン系ゴム、エチレン－アクリルゴム、フッ
素ゴムなど挙げることができる。これらは、単独でも２種以上を混合して使用してもよい
。これらの中でも、機械的特性や表面外観の面から、ポリブタジエンゴム、ポリアルキル
アクリレートゴム、ポリオルガノシロキサンゴム、ポリオルガノシロキサンゴムとポリア
ルキルアクリレートゴムとからなるＩＰＮ型複合ゴム、スチレン－ブタジエンゴムが好ま
しい。
【００８３】
　ゴム成分とグラフト共重合可能な単量体成分の具体例としては、芳香族ビニル化合物、
シアン化ビニル化合物、（メタ）アクリル酸エステル化合物、（メタ）アクリル酸化合物
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、グリシジル（メタ）アクリレート等のエポキシ基含有（メタ）アクリル酸エステル化合
物；マレイミド、Ｎ－メチルマレイミド、Ｎ－フェニルマレイミド等のマレイミド化合物
；マレイン酸、フタル酸、イタコン酸等のα，β－不飽和カルボン酸化合物やそれらの無
水物（例えば無水マレイン酸等）などが挙げられる。これらの単量体成分は１種を単独で
用いても２種以上を併用してもよい。これらの中でも、機械的特性や表面外観の面から、
芳香族ビニル化合物、シアン化ビニル化合物、（メタ）アクリル酸エステル化合物、（メ
タ）アクリル酸化合物が好ましく、より好ましくは（メタ）アクリル酸エステル化合物で
ある。（メタ）アクリル酸エステル化合物の具体例としては、（メタ）アクリル酸メチル
、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸シクロヘ
キシル、（メタ）アクリル酸オクチル等を挙げることができる。
【００８４】
　ゴム成分を共重合したグラフト共重合体は、耐衝撃性や表面外観の点からコア／シェル
型グラフト共重合体タイプのものが好ましい。なかでもポリブタジエン含有ゴム、ポリブ
チルアクリレート含有ゴム、ポリオルガノシロキサンゴム、ポリオルガノシロキサンゴム
とポリアルキルアクリレートゴムとからなるＩＰＮ型複合ゴムから選ばれる少なくとも１
種のゴム成分をコア層とし、その周囲に（メタ）アクリル酸エステルを共重合して形成さ
れたシェル層からなる、コア／シェル型グラフト共重合体が特に好ましい。上記コア／シ
ェル型グラフト共重合体において、ゴム成分を４０質量％以上含有するものが好ましく、
６０質量％以上含有するものがさらに好ましい。また、（メタ）アクリル酸は、１０質量
％以上含有するものが好ましい。
【００８５】
　これらコア／シェル型グラフト共重合体の好ましい具体例としては、メチルメタクリレ
ート－ブタジエン－スチレン共重合体（ＭＢＳ）、メチルメタクリレート－アクリロニト
リル－ブタジエン－スチレン共重合体（ＭＡＢＳ）、メチルメタクリレート－ブタジエン
共重合体（ＭＢ）、メチルメタクリレート－アクリルゴム共重合体（ＭＡ）、メチルメタ
クリレート－アクリルゴム－スチレン共重合体（ＭＡＳ）、メチルメタクリレート－アク
リル・ブタジエンゴム共重合体、メチルメタクリレート－アクリル・ブタジエンゴム－ス
チレン共重合体、メチルメタクリレート－（アクリル・シリコーンＩＰＮゴム）共重合体
等が挙げられる。このようなゴム性重合体は、１種を単独で用いても２種以上を併用して
もよい。
【００８６】
　このようなコア／シェル型グラフト共重合体としては、例えば、ローム・アンド・ハー
ス・ジャパン社製の「パラロイド（登録商標、以下同じ）ＥＸＬ２６０２」、「パラロイ
ドＥＸＬ２６０３」、「パラロイドＥＸＬ２６５５」、「パラロイドＥＸＬ２３１１」、
「パラロイドＥＸＬ２３１３」、「パラロイドＥＸＬ２３１５」、「パラロイドＫＭ３３
０」、「パラロイドＫＭ３３６Ｐ」、「パラロイドＫＣＺ２０１」、三菱レイヨン社製の
「メタブレン（登録商標、以下同じ）Ｃ－２２３Ａ」、「メタブレンＥ－９０１」、「メ
タブレンＳ－２００１」、「メタブレンＳＲＫ－２００」、カネカ社製の「カネエース（
登録商標、以下同じ）Ｍ－５１１」、「カネエースＭ－６００」、「カネエースＭ－４０
０」、「カネエースＭ－５８０」、「カネエースＭＲ－０１」等が挙げられる。
【００８７】
　エラストマーの好ましい含有量は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に
対して、１～１０質量部である。１質量部より少ないと、エラストマーによる耐衝撃性向
上効果は不十分であり、１０質量部を超えると、ポリカーボネート樹脂組成物を成形した
成形品の外観不良や耐熱性の低下が生じる。含有量の下限は、好ましくは２質量部以上、
より好ましくは４質量部以上であり、また、含有量の上限は、好ましくは９質量部以下、
より好ましくは８質量部以下である。
【００８８】
［７．紫外線吸収剤（Ｆ）］
　本発明の組成物には、紫外線吸収剤（Ｆ）を配合するのが好ましい。紫外線吸収剤とし
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合物、ベンゾフェノン化合物、サリシレート化合物、シアノアクリレート化合物、トリア
ジン化合物、オギザニリド化合物、マロン酸エステル化合物、ヒンダードアミン化合物な
どの有機紫外線吸収剤などが挙げられる。これらのうち、有機紫外線吸収剤が好ましく、
中でもベンゾトリアゾール化合物がより好ましい。有機紫外線吸収剤を選択することで、
本発明のポリカーボネート樹脂組成物の透明性や機械物性が良好なものになる。
【００８９】
　ベンゾトリアゾール化合物の具体例としては、例えば、２－（２’－ヒドロキシ－５’
－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－［２’－ヒドロキシ－３’，５’－ビス（
α，α－ジメチルベンジル）フェニル］－ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ
－３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－フェニル）－ベンゾトリアゾール、２－（２’－
ヒドロキシ－３’－ｔｅｒｔ－ブチル－５’－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリ
アゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－フェニル）－
５－クロロベンゾトリアゾール）、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ
－アミル）－ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－ｔｅｒｔ－オクチル
フェニル）ベンゾトリアゾール、２，２’－メチレンビス［４－（１，１，３，３－テト
ラメチルブチル）－６－（２Ｎ－ベンゾトリアゾール－２－イル）フェノール］等が挙げ
られ、なかでも２－（２’－ヒドロキシ－５’－ｔｅｒｔ－オクチルフェニル）ベンゾト
リアゾール、２，２’－メチレンビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－
６－（２Ｎ－ベンゾトリアゾール－２－イル）フェノール］が好ましく、特に２－（２’
－ヒドロキシ－５’－ｔｅｒｔ－オクチルフェニル）ベンゾトリアゾールが好ましい。
【００９０】
　このようなベンゾトリアゾール化合物としては、具体的には例えば、シプロ化成社製（
商品名、以下同じ）「シーソーブ７０１」、「シーソーブ７０２」、「シーソーブ７０３
」、「シーソーブ７０４」、「シーソーブ７０５」、「シーソーブ７０９」、共同薬品社
製「バイオソーブ５２０」、「バイオソーブ５８０」、「バイオソーブ５８２」、「バイ
オソーブ５８３」、ケミプロ化成社製「ケミソーブ７１」、「ケミソーブ７２」、サイテ
ックインダストリーズ社製「サイアソーブＵＶ５４１１」、アデカ社製「ＬＡ－３２」、
「ＬＡ－３８」、「ＬＡ－３６」、「ＬＡ－３４」、「ＬＡ－３１」、チバスペシャルテ
ィケミカルズ社製「チヌビンＰ」、「チヌビン２３４」、「チヌビン３２６」、「チヌビ
ン３２７」、「チヌビン３２８」等が挙げられる。
【００９１】
　紫外線吸収剤（Ｆ）の含有量は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に対
して、好ましくは０．１質量部以上、より好ましくは０．３質量部以上であり、また、そ
の上限は好ましくは１質量部以下、より好ましくは０．５質量部以下である。
　紫外線吸収剤の含有量が前記範囲の下限値以下の場合は、耐候性の改良効果が不十分と
なる可能性があり、紫外線吸収剤の含有量が前記範囲の上限値を超える場合は、モールド
デボジット等が生じ、金型汚染を引き起こす可能性がある。なお、紫外線吸収剤は、１種
が含有されていてもよく、２種以上が任意の組み合わせ及び比率で含有されていても良い
。
【００９２】
［８．縮合リン酸エステル系難燃剤（Ｇ）］
　本発明の組成物には、縮合リン酸エステル（Ｇ）を配合するのが好ましい。縮合リン酸
エステル（Ｇ）は、下記の一般式で表されるものであるのが好ましい。
【００９３】
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【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、それぞれ独立して水素原子または有機基を表す
。ただし、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が全て水素原子の場合を除く。Ｘは２価の有機基
を表し、ｐは０または１であり、ｑは１以上の整数、ｒは０または１以上の整数を表す。
）
【００９４】
　上記の一般式において、有機基とは、例えば、置換基を有する、または有しない、アル
キル基、シクロアルキル基、アリール基が挙げられ、該置換基は、アルキル基、アルコキ
シ基、アルキルチオ基、アリール基、アリールオキシ基、アリールチオ基、ハロゲン原子
、ハロゲン化アリール基等が挙げられる。またこれらの置換基を組み合わせた基、あるい
は、これらの置換基を酸素原子、イオウ原子、窒素原子などにより結合して組み合わせた
基などでもよい。また２価の有機基とは、上記の有機基から炭素原子１個を除いてできる
２価以上の基をいう。例えば、アルキレン基、フェニレン基、置換フェニレン基、ビスフ
ェノール類から誘導されるような多核フェニレン基などが挙げられる。
【００９５】
　上記の一般式で示される縮合リン酸エステルの具体例としては、例えば、トリメチルフ
ォスフェート、トリエチルフォスフェート、トリブチルフォスフェート、トリオクチルフ
ォスフェート、トリフェニルフォスフェート、トリクレジルフォスフェート、トリクレジ
ルフェニルフォスフェート、オクチルジフェニルフォスフェート、ジイソプロピルフェニ
ルフォスフェート、トリス（クロルエチル）フォスフェート、トリス（ジクロルプロピル
）フォスフェート、トリス（クロルプロピル）フォスフェート、ビス（２，３－ジブロモ
プロピル）フォスフェート、ビス（２，３－ジブロモプロピル）－２，３－ジクロルフォ
スフェート、ビス（クロルプロピル）モノオクチルフォスフェート、ビスフェノールＡテ
トラフェニルフォスフェート、ビスフェノールＡテトラクレジルジフォスフェート、ビス
フェノールＡテトラキシリルジフォスフェート、ヒドロキノンテトラフェニルジフォスフ
ェート、ヒドロキノンテトラクレジルフォスフェート、ヒドロキノンテトラキシリルジフ
ォスフェート等の種々のものが例示される。
【００９６】
　縮合リン酸エステル化合物の好ましい含有量は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１
００質量部に対し、５～４０質量部、より好ましくは７～３５質量部、特には１０～３０
質量部である。含有量が５質量部を下回る場合は難燃性が不十分となりやすく、４０質量
部を超えると耐熱性の低下や、機械物性の低下を引き起こしやすい為、好ましくない。
【００９７】
［９．ポリテトラフルオロエチレン（Ｈ）］
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、ポリフルオロエチレン（Ｈ）を含有す
ることも好ましい。ポリテトラフルオロエチレンとしては、フィブリル形成能を有するポ
リテトラフルオロエチレンが好ましい。フィブリル形成能を有するポリテトラフルオロエ
チレンはＡＳＴＭ規格でタイプ３に分類される。フィブリル形成能を有するポリテトラフ
ルオロエチレンとしては、例えば三井・デュポンフロロケミカル（株）製のテフロン（登
録商標）６Ｊや、ダイキン化学工業（株）製のポリフロンＦ２０１Ｌ、ＦＡ５００Ｂ、Ｆ
Ａ５００Ｃが挙げられる。また、ポリテトラフルオロエチレンの水性分散液として、ダイ
キン化学工業（株）製のフルオンＤ－１や、ビニル系単量体を重合してなる多層構造を有
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するポリテトラフルオロエチレン化合物が挙げられる。いずれのタイプも本発明の樹脂組
成物に用いることができる。
【００９８】
　ポリテトラフルオロエチレンを含有した難燃性樹脂組成物を射出成形した成形品の外観
をより向上させるためには、有機系重合体で被覆された特定の被覆ポリテトラフルオロエ
チレン（以下、被覆ポリテトラフルオロエチレンと略記することがある）を使用すること
ができる。特定の被覆ポリテトラフルオロエチレンとは、被覆ポリテトラフルオロエチレ
ン中のポリテトラフルオロエチレンの含有比率が４０～９５質量％の範囲内となるもので
あり、中でも、４３～８０質量％、更には４５～７０質量％、特には４７～６０質量％と
なるものが好ましい。特定の被覆ポリフルオロエチレンとしては、例えば三菱レイヨン社
製のメタブレンＡ－３８００、Ａ－３７００、ＫＡ－５５０３や、ＰＩＣ社製のＰｏｌｙ
　ＴＳ　ＡＤ００１等が使用できる。
【００９９】
　ポリテトラフルオロエチレン（Ｈ）の好ましい配合量は、芳香族ポリカーボネート樹脂
（Ａ）１００質量部に対し、０．５～２質量部であり、０．６～１．５質量部がより好ま
しく、０．７～１．３質量部が特に好ましい。なお、被覆ポリテトラフルオロエチレンの
場合、添加量はポリテトラフルオロエチレン純分の量に相当する。ポリテトラフルオロエ
チレンの配合量が０．５質量部未満の場合には、難燃効果としては不十分であり、一方２
質量部を超えると成形品外観の低下が起こる場合がある。
【０１００】
［１０．ガラスビーズ（Ｉ）］
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、ガラスビーズ（Ｉ）を含有することも
好ましい。使用するガラスビーズ（Ｉ）としては、通常、平均粒径が３～１００μｍの球
状のものである。ガラスビーズの配合量は、ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部あ
たり、１０～４０質量部であることが好ましい。
　ガラスビーズの配合量が１０質量部未満では、表面光沢と耐傷付き性の改良効果、剛性
の向上、補強効果が不十分であり、４０質量部を超えると分子量が低く溶融粘度の低いポ
リカーボネート樹脂を使用しても流動性が悪く成形性が悪化し、また難燃性に難が生じる
ので好ましくない。ガラスビーズのより好ましい配合量は、１５～３５質量部である。
【０１０１】
　ガラスビーズのより好ましい粒径は、平均粒径が１０～３０μｍである。平均粒径が１
０μｍ未満では、ポリカーボネート樹脂組成物の成形加工性が損なわれやすく、３０μｍ
を超えると成形品の表面外観が損なわれやすく、耐傷付き性も不十分となりやすい。
　ガラスビーズは、本発明のポリカーボネート樹脂組成物の特性を損なわない限り、ポリ
カーボネート樹脂との親和性を向上させるために、例えばシラン化合物、エポキシ系化合
物などで表面処理をしたものであってもよい。
【０１０２】
［１１．その他の添加剤］
　本発明のポリカーボネート樹脂組成物は、本発明の効果を損なわない範囲で、更に種々
の添加剤を含有していても良い。このような添加剤としては、安定剤、酸化防止剤、離型
剤、染顔料、蛍光増白剤、滴下防止剤、帯電防止剤、防曇剤、滑剤、アンチブロッキング
剤、流動性改良剤、可塑剤、分散剤、抗菌剤などが挙げられる。
【０１０３】
・安定剤
　安定剤としては、例えばリン系化合物が挙げられる。リン系化合物としては、公知の任
意のものを使用できる。具体例を挙げると、リン酸、ホスホン酸、亜燐酸、ホスフィン酸
、ポリリン酸などのリンのオキソ酸；酸性ピロリン酸ナトリウム、酸性ピロリン酸カリウ
ム、酸性ピロリン酸カルシウムなどの酸性ピロリン酸金属塩；リン酸カリウム、リン酸ナ
トリウム、リン酸セシウム、リン酸亜鉛など第１族または第１０族金属のリン酸塩；有機
ホスフェート化合物、有機ホスファイト化合物、有機ホスホナイト化合物などが挙げられ
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る。
【０１０４】
　なかでも、トリフェニルホスファイト、トリス（モノノニルフェニル）ホスファイト、
トリス（モノノニル／ジノニル・フェニル）ホスファイト、トリス（２，４－ジ－ｔｅｒ
ｔ－ブチルフェニル）ホスファイト、モノオクチルジフェニルホスファイト、ジオクチル
モノフェニルホスファイト、モノデシルジフェニルホスファイト、ジデシルモノフェニル
ホスファイト、トリデシルホスファイト、トリラウリルホスファイト、トリステアリルホ
スファイト、２，２－メチレンビス（４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）オクチル
ホスファイト等の有機ホスファイトが好ましい。
【０１０５】
　安定剤の含有量は、ポリカーボネート樹脂１００質量部に対して、通常０．００１質量
部以上、好ましくは０．０１質量部以上、より好ましくは０．０３質量部以上であり、ま
た、通常１質量部以下、好ましくは０．７質量部以下、より好ましくは０．５質量部以下
である。安定剤が少なすぎると熱安定効果が不十分となる可能性があり、安定剤が多すぎ
ると効果が頭打ちとなり経済的でなくなる可能性がある。
【０１０６】
・酸化防止剤
　酸化防止剤としては、例えばヒンダードフェノール系酸化防止剤が挙げられる。その具
体例としては、ペンタエリスリトールテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］、オクタデシル－３－（３，５－ジ－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、チオジエチレンビス［３－（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］、Ｎ，Ｎ’
－ヘキサン－１，６－ジイルビス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキ
シフェニルプロピオナミド）、２，４－ジメチル－６－（１－メチルペンタデシル）フェ
ノール、ジエチル［［３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシフェニ
ル］メチル］ホスフォエート、３，３’，３’’，５，５’，５’’－ヘキサ－ｔｅｒｔ
－ブチル－ａ，ａ’，ａ’’－（メシチレン－２，４，６－トリイル）トリ－ｐ－クレゾ
ール、４，６－ビス（オクチルチオメチル）－ｏ－クレゾール、エチレンビス（オキシエ
チレン）ビス［３－（５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－ｍ－トリル）プロピオネ
ート］、ヘキサメチレンビス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフ
ェニル）プロピオネート］、１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－
ヒドロキシベンジル）－１，３，５－トリアジン－２，４，６（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）－ト
リオン，２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－（４，６－ビス（オクチルチオ）－１，３
，５－トリアジン－２－イルアミノ）フェノール等が挙げられる。
【０１０７】
　なかでも、ペンタエリスリトールテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－
４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］、オクタデシル－３－（３，５－ジ－ｔｅｒ
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートが好ましい。
【０１０８】
　酸化防止剤の含有量は、ポリカーボネート樹脂１００質量部に対して、通常０．００１
質量部以上、好ましくは０．０１質量部以上であり、また、通常１質量部以下、好ましく
は０．５質量部以下である。酸化防止剤の含有量が前記範囲の下限値以下の場合は、酸化
防止剤としての効果が不十分となる可能性があり、酸化防止剤の含有量が前記範囲の上限
値を超える場合は、効果が頭打ちとなり経済的でなくなる可能性がある。
【０１０９】
・離型剤
　離型剤としては、例えば、脂肪族カルボン酸、脂肪族カルボン酸とアルコールとのエス
テル、数平均分子量２００～１５，０００の脂肪族炭化水素化合物、ポリシロキサン系シ
リコーンオイルなどが挙げられる。
【０１１０】
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　脂肪族カルボン酸としては、例えば、飽和または不飽和の脂肪族一価、二価または三価
カルボン酸を挙げることができる。ここで脂肪族カルボン酸とは、脂環式のカルボン酸も
包含する。これらの中で好ましい脂肪族カルボン酸は炭素数６～３６の一価または二価カ
ルボン酸であり、炭素数６～３６の脂肪族飽和一価カルボン酸がさらに好ましい。かかる
脂肪族カルボン酸の具体例としては、パルミチン酸、ステアリン酸、カプロン酸、カプリ
ン酸、ラウリン酸、アラキン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸、セロチン酸、メリシン酸、
テトラリアコンタン酸、モンタン酸、アジピン酸、アゼライン酸などが挙げられる。
【０１１１】
　脂肪族カルボン酸とアルコールとのエステルにおける脂肪族カルボン酸としては、例え
ば、前記脂肪族カルボン酸と同じものが使用できる。一方、アルコールとしては、例えば
、飽和または不飽和の一価または多価アルコールが挙げられる。これらのアルコールは、
フッ素原子、アリール基などの置換基を有していてもよい。これらの中では、炭素数３０
以下の一価または多価の飽和アルコールが好ましく、炭素数３０以下の脂肪族又は脂環式
飽和一価アルコールまたは脂肪族飽和多価アルコールがさらに好ましい。
【０１１２】
　かかるアルコールの具体例としては、オクタノール、デカノール、ドデカノール、ステ
アリルアルコール、ベヘニルアルコール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、
グリセリン、ペンタエリスリトール、２，２－ジヒドロキシペルフルオロプロパノール、
ネオペンチレングリコール、ジトリメチロールプロパン、ジペンタエリスリトール等が挙
げられる。
【０１１３】
　脂肪族カルボン酸とアルコールとのエステルの具体例としては、蜜ロウ（ミリシルパル
ミテートを主成分とする混合物）、ステアリン酸ステアリル、ベヘン酸ベヘニル、ベヘン
酸ステアリル、グリセリンモノパルミテート、グリセリンモノステアレート、グリセリン
ジステアレート、グリセリントリステアレート、ペンタエリスリトールモノパルミテート
、ペンタエリスリトールモノステアレート、ペンタエリスリトールジステアレート、ペン
タエリスリトールトリステアレート、ペンタエリスリトールテトラステアレート等が挙げ
られる。
【０１１４】
　数平均分子量２００～１５，０００の脂肪族炭化水素としては、例えば、流動パラフィ
ン、パラフィンワックス、マイクロワックス、ポリエチレンワックス、フィッシャ－トロ
プシュワックス、炭素数３～１２のα－オレフィンオリゴマー等が挙げられる。なお、こ
こで脂肪族炭化水素としては、脂環式炭化水素も含まれる。
　これらの中では、パラフィンワックス、ポリエチレンワックスまたはポリエチレンワッ
クスの部分酸化物が好ましく、パラフィンワックス、ポリエチレンワックスがさらに好ま
しい。
　また、前記の脂肪族炭化水素の数平均分子量は、好ましくは５，０００以下である。
【０１１５】
　離型剤の含有量は、ポリカーボネート樹脂１００質量部に対して、通常０．００１質量
部以上、好ましくは０．０１質量部以上であり、また、通常２質量部以下、好ましくは１
質量部以下である。離型剤の含有量が前記範囲の下限値以下の場合は、離型性の効果が十
分でない場合があり、離型剤の含有量が前記範囲の上限値を超える場合は、耐加水分解性
の低下、射出成形時の金型汚染などが生じる可能性がある。
【０１１６】
・染顔料
　染顔料としては、例えば、無機顔料、有機顔料、有機染料などが挙げられる。
　無機顔料としては、例えば、カーボンブラック、カドミウムレッド、カドミウムイエロ
ー等の硫化物系顔料；群青などの珪酸塩系顔料；酸化チタン、亜鉛華、弁柄、酸化クロム
、鉄黒、チタンイエロー、亜鉛－鉄系ブラウン、チタンコバルト系グリーン、コバルトグ
リーン、コバルトブルー、銅－クロム系ブラック、銅－鉄系ブラック等の酸化物系顔料；
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黄鉛、モリブデートオレンジ等のクロム酸系顔料；紺青などのフェロシアン系顔料などが
挙げられる。
【０１１７】
　有機顔料および有機染料としては、例えば、銅フタロシアニンブルー、銅フタロシアニ
ングリーン等のフタロシアニン系染顔料；ニッケルアゾイエロー等のアゾ系染顔料；チオ
インジゴ系、ペリノン系、ペリレン系、キナクリドン系、ジオキサジン系、イソインドリ
ノン系、キノフタロン系などの縮合多環染顔料；キノリン系、アンスラキノン系、複素環
系、メチル系の染顔料などが挙げられる。
【０１１８】
　これらの中では、熱安定性の点から、酸化チタン、カーボンブラック、シアニン系、キ
ノリン系、アンスラキノン系、フタロシアニン系染顔料などが好ましい。
　なお、染顔料は、１種が含有されていてもよく、２種以上が任意の組み合わせ及び比率
で含有されていても良い。また、染顔料は、押出時のハンドリング性改良、樹脂組成物中
への分散性改良の目的のために、ポリスチレン系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、アクリ
ル系樹脂とマスターバッチ化されたものも用いてもよい。
【０１１９】
　染顔料の含有量は、芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対して、通常５質量部
以下、好ましくは３質量部以下、より好ましくは２質量部以下である。染顔料の含有量が
多すぎると耐衝撃性が十分でなくなる可能性がある。
【０１２０】
［１２．ポリカーボネート樹脂組成物の製造方法］
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物の製造方法に制限はなく、公知のポリカー
ボネート樹脂組成物の製造方法を広く採用でき、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）及び
グラフト共重合体（Ｂ）、アクリロニトリル－エチレンプロピレン－スチレン系（共）重
合体（Ｃ）、アクリル系（共）重合体（Ｄ）、並びに、必要に応じて配合される上記した
その他の成分を、例えばタンブラーやヘンシェルミキサー、スーパーミキサー、リボンブ
レンダーなどの各種混合機を用い予め混合した後、バンバリーミキサー、ロール、ブラベ
ンダー、単軸混練押出機、二軸混練押出機、ニーダーなどの混合機で溶融混練する方法が
挙げられる。なお、溶融混練の温度は特に制限されないが、通常２４０～３２０℃の範囲
である。
【０１２１】
［１３．成形方法］
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、ペレタイズしたペレットを各種の成形
法で成形して成形品を製造することができる。またペレットを経由せずに、押出機で溶融
混練された樹脂を直接、シートやフィルム、異型押出成形品、ブロー成形品あるいは射出
成形品等にすることもできる。
　成形方法の例を挙げると、射出成形法、超高速射出成形法、射出圧縮成形法、二色成形
法、ガスアシスト等の中空成形法、断熱金型を使用した成形法、急速加熱金型を使用した
成形法、発泡成形（超臨界流体も含む）、インサート成形、ＩＭＣ（インモールドコーテ
ィング成形）成形法、押出成形法、シート成形法、熱成形法、回転成形法、積層成形法、
プレス成形法などが挙げられる。また、ホットランナー方式を使用した成形法を用いるこ
とも出来る。成形品の形状、模様、色彩、寸法などに制限はなく、その成形品の用途に応
じて任意に設定すればよい。
【０１２２】
　芳香族ポリカーボネート樹脂組成物が前記したガラスビーズを含有する場合には、ガラ
スビーズを含む各成分を配合したポリカーボネート樹脂組成物を射出成形する際、溶融樹
脂を金型に充填する直前の金型表面を、樹脂組成物のガラス転移温度（Ｔｇ）以上に加熱
しておき、それから金型キャビティ内に溶融した樹脂組成物を射出注入して成形すること
が好ましい。
　金型表面の加熱は、金型のキャビティ表面のみを加熱すればよく、金型全体を加熱する
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必要はない。このような加熱方法としては、金型内部のキャビティ表面近傍に伝熱ヒータ
ーを組み込み加熱する方法、雌雄金型が開いた状態でキャビティ側にヒーターを挿入して
赤外線加熱等での加熱をする方法、あるいは、雌雄両金型の間に高温のスチームを注入し
て加熱する方法等が挙げられる。
【０１２３】
　好ましい加熱手段としては、高周波電磁誘導加熱を用いることが挙げられ、特に雌雄金
型の開放時の両金型間に、高周波電磁誘導加熱用の、たとえばドーナッツ状の高周波誘導
コイルを挿入して、キャビティ表面のみを急速に加熱することが好ましい。電磁誘導によ
り金型表面には誘導電流が発生し、ジュール熱を発生して、短時間に金型表面のみが発熱
する。加熱は、温度センサーにより温度検知しながら加熱出力と時間の調整を行えばよい
が、通常、加熱の時間は、１秒～１分程度、好ましくは１秒～３０秒である。
　樹脂充填直前の金型表面の温度は、芳香族ポリカーボネート樹脂単独のガラス転移温度
ではなく、樹脂組成物のガラス転移温度（Ｔｇ）以上とする。ポリカーボネート樹脂組成
物のガラス転移温度は、周知のとおり、示差熱分析装置（ＤＳＣ）で測定されるが、本発
明の上記した組成物は、本発明者の検討する限り、単一の吸熱ピークを示すので、そのピ
ーク温度から決定される。
【０１２４】
　充填直前の金型表面温度は、樹脂組成物のＴｇに従ってそれ以上に設定されるが、樹脂
組成物のＴｇより５℃～６０℃以上、より好ましくは１０℃～５０℃、特には２０℃～４
０℃高くするのが好ましい。
　また、金型キャビティ表面以外の金型温度は、そのポリカーボネート樹脂組成物を射出
成形する際の最適な金型温度、通常４０℃～１２０℃程度とするのが好ましい。
　充填直前の金型表面温度を樹脂組成物のＴｇ以上に高くすることにより、射出注入時に
金型表面へのガラスパールの浮きが抑制され、表面光沢と耐傷付き性に優れた成形品が得
られる。金型温度が高すぎると金型表面と密着しやすくなって、離型不良や離型後の変形
を起こしやすいというのが、射出成形分野での常識であるが、本発明においては、射出充
填時の温度は金型表面のみ高く保持するが、その他は通常の温度であるので、充填後は通
常どおり金型は冷却され、成形品は取り出される。
【０１２５】
［１４．成形品］
　本発明の組成物を成形した好ましい成形品は、高硬度かつ高光沢で、耐衝撃性、難燃性
のバランスに優れた樹脂組成物であるので、カーナビゲーションやカーオディオの筐体、
インストルメントパネル、コンソールボックス、センタークラスター、メータークラスタ
ーなどの自動車内装部品、フラットディプレイパネル、パソコン、ＰＤＡ、テレビ、ビデ
オ、カメラ、プリンター、ＦＡＸ等の電気・電子・ＯＡ機器筐体として好適に使用するこ
とができる。
【実施例】
【０１２６】
　以下、実施例を示して本発明について更に具体的に説明する。ただし、本発明は以下の
実施例に限定して解釈されるものではない。
　なお、実施例及び比較例で用いた測定・評価法は、以下のとおりである。
【０１２７】
［測定・評価法］
［１．流動性評価］
　後述の製造方法で得られたペレットを８０℃で４時間以上乾燥した後、高荷式フローテ
スターを用いて、２４０℃、荷重１６０ｋｇｆの条件下で組成物の単位時間あたりの流出
量Ｑ値（単位：×１０－２ｃｃ／ｓｅｃ）を測定し、流動性を評価した。なお、オリフィ
スは直径１ｍｍ×長さ１０ｍｍのものを使用した。なお、表中、「流動性」と表記する。
【０１２８】
［２．耐衝撃性評価］
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　耐衝撃性（アイゾット衝撃強度）（単位：Ｊ／ｍ）：
　ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に準拠して、後述の方法で成形した厚さ３．２ｍｍのノッチ付き試
験片について、２３℃の温度でアイゾット衝撃強度（単位：Ｊ／ｍ）を測定した。数値が
大きいほど、耐衝撃性が優れていることを意味する。なお、表中、「Ｉｚｏｄ」と表記す
る。
【０１２９】
［３．耐熱性評価］
ＤＴＵＬ（荷重たわみ温度）：
　後述の方法で成形したＩＳＯ多目的試験片を用い、ＩＳＯ７５－１＆２に従い、荷重１
．８０ＭＰａの条件（Ａ法）にて測定を行った。なお、表中、「ＤＴＵＬ」と表記する。
【０１３０】
［４．表面硬度評価］
鉛筆硬度：
　後述の方法で成形した３ｍｍ厚の平板試験片に、ＪＩＳ　Ｋ５４００に準じ、５回の引
掻き試験を行い硬度の評価を行った。なお、表中、「鉛筆硬度」と表記する。
【０１３１】
［５．外観評価］
表面外観：
　後述の方法で成形した３ｍｍ厚の平板試験片を、目視にて以下の基準で判定し、外観の
評価を行った。
　　○：　良好
　　△：　シルバーの発生、層剥離の発生が少し見られる。
　　×：　シルバーの発生、層剥離の発生があり光沢性に劣る。
【０１３２】
［６．難燃性評価］
　各ポリカーボネート樹脂組成物の難燃性の評価は、後述の方法で得られたＵＬ試験用試
験片を、温度２３℃、湿度５０％の恒温室の中で４８時間調湿し、米国アンダーライター
ズ・ラボラトリーズ（ＵＬ）が定めているＵＬ９４試験（機器の部品用プラスチック材料
の燃焼試験）に準拠して行なった。ＵＬ９４Ｖとは、鉛直に保持した所定の大きさの試験
片にバーナーの炎を１０秒間接炎した後の残炎時間やドリップ性から難燃性を評価する方
法であり、Ｖ－０、Ｖ－１及びＶ－２の難燃性を有するためには、以下の表１に示す基準
を満たすことが必要となる。
【０１３３】
【表１】

【０１３４】
　ここで残炎時間とは、着火源を遠ざけた後の、試験片の有炎燃焼を続ける時間の長さで
ある。また、ドリップによる綿着火とは、試験片の下端から約３００ｍｍ下にある標識用
の綿が、試験片からの滴下（ドリップ）物によって着火されるかどうかによって決定され
る。さらに、５試料のうち、１つでも上記基準を満たさないものがある場合、Ｖ－２を満
足しないとしてＮＲ（ｎｏｔ　ｒａｔｅｄ）と評価した。なお、表中、「難燃性」と表記
する。
【０１３５】
（実施例１～８、比較例１～５）
　後述する各材料を後記各表の含有量（特に明記しない場合は全て質量部）で、タンブラ
ーにて２０分混合した後、１ベントを備えた日本製鋼所社製二軸押出機（ＴＥＸ３０ＸＣ
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Ｔ）に供給し、スクリュー回転数２００ｒｐｍ、吐出量２０ｋｇ／時間、バレル温度２６
０℃の条件で混練し、ストランド状に押出された溶融樹脂組成物を水槽にて急冷し、ペレ
タイザーを用いてペレット化し、ポリカーボネート樹脂組成物のペレットを得た。
【０１３６】
［試験片の成形］
　得られたペレットを、８０℃で５時間乾燥後、射出成形機（名機製作所製「Ｍ１５０Ａ
ＩＩ－ＳＪ」）にて、シリンダー温度２６０℃、金型温度７５℃、成形サイクル５０秒の
条件で射出成形を行い、３．２ｍｍ厚のアイゾット衝撃試験片、および５０×９０×３ｍ
ｍ厚の平板試験片を作製した。
　さらに、得られたペレットを８０℃、５時間乾燥後、射出成形機（住友重機械工業製、
サイキャップＭ－２、型締め力７５Ｔ）にて、シリンダー温度２６０℃、金型温度７５℃
、成形サイクル５０秒の条件で射出成形を行い、ＩＳＯ多目的試験片を作製し、ＤＴＵＬ
（耐熱性）評価に用いた。
　また燃焼性の試験においては、得られたペレットを８０℃、５時間乾燥後、射出成形機
（日本製鋼所製「Ｊ５０－ＥＰ」）にて、シリンダー温度２６０℃、金型温度７５℃、成
形サイクル３０秒の条件で射出成形し、長さ１２５ｍｍ、幅１３ｍｍ、厚さ２ｍｍのＵＬ
試験用試験片を成形した。
　これら試験片に対する測定結果を、後記表２～４に示した。
【０１３７】
　使用した使用材料は以下のとおりである。なお、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）、
アクリル系共重合体（Ｄ）およびその他の共重合体（Ｎ）として使用した各材料の鉛筆硬
度は、上記［４．表面硬度評価］と同様にして測定した。
【０１３８】
［使用材料］
（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂：
（Ａ－１）三菱エンジニアリングプラスチックス（株）製商品名「ユーピロン（登録商標
）Ｓ－３０００」、粘度平均分子量　２２，０００、鉛筆硬度　２Ｂ
（Ａ－２）三菱エンジニアリングプラスチックス（株）製商品名「ユーピロン（登録商標
）Ｅ－２０００」、粘度平均分子量　２８，０００、鉛筆硬度　２Ｂ
【０１３９】
（Ｂ）アクリロニトリル－スチレン－メタクリル酸メチル共重合体：
　ユーエムジー・エービーエス（株）製商品名「Ｓ９００Ｎ」
（Ｃ）アクリロニトリル－エチレンプロピレン－スチレン共重合体：
　ユーエムジー・エービーエス（株）製商品名「Ｅ７００Ｎ」
（Ｂ＋Ｃ）アクリロニトリル－スチレン－メタクリル酸メチル共重合体３３質量％、アク
リロニトリル－エチレンプロピレン－スチレン共重合体１７質量％、アクリル系共重合体
５０質量％を含有する混合物。鉛筆硬度　２Ｈ
（Ｄ）メタクリル酸メチル－アクリル酸メチル共重合体：
　三菱レイヨン（株）製商品名「アクリペットＶＨ００１」、鉛筆硬度　２Ｈ
【０１４０】
（Ｅ）エラストマー
（Ｅ－１）アクリル酸アルキル重合体（コア）／メタクリル酸アルキル重合体（シェル）
から成るコア／シェル型共重合体：
　　ローム・アンド・ハース（株）製商品名「パラロイドＥＸＬ－２３１５」
（Ｅ－２）ブタジエン重合体（コア）／アクリル酸アルキル・メタクリル酸アルキル共重
合体（シェル）から成るコア／シェル型共重合体：
　　ローム・アンド・ハース（株）製商品名「パラロイドＥＸＬ－２６３３」
（Ｅ－３）ジメチルシロキサン重合体とアクリル酸アルキル重合体から成る複合ゴム（コ
ア）／メタクリル酸アルキル重合体（シェル）から成るコア／シェル型共重合体：
　　三菱レイヨン（株）製商品名「メタブレンＳ－２００１」
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【０１４１】
（Ｆ）紫外線吸収剤：
２－（２’－ヒドロキシ－５’－ｔｅｒｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾ
ール　　シプロ化成（株）製商品名「シーソーブ７０９」
（Ｇ）難燃剤：
　縮合リン酸エステル：レゾルシノール（ジキシレニルホスフェート）
　　大八化学（株）製商品名「ＰＸ２００」
【０１４２】
（Ｈ）ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）：
　　ダイキン工業（株）製商品名「ポリフロンＦ－２０１Ｌ」
（Ｉ）ガラスビーズ：
　ポッターズ・バロティーニ（株）製商品名「ＥＧＢ７３１Ｂ」平均粒子径２０μｍ
【０１４３】
（Ｊ）リン系熱安定剤：
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト
　　旭電化工業（株）製商品名「アデカスタブ２１１２」
（Ｋ）フェノール系酸化防止剤：
ペンタエリスリト－ルテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキ
シフェニル）プロピオネート］、チバ・スペシャルティー・ケミカルズ（株）製、「商品
名：イルガノックス１０１０」
（Ｌ）離型剤：
　ペンタエリスリトールテトラステアレート
　　コグニスジャパン（株）商品名「ロキシオールＶＰＧ８６１」
（Ｍ）着色剤：カーボンブラック
　　三菱化学（株）製商品名「＃９００」
【０１４４】
　また、本発明の共重合体成分（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）の規定を満たさない共重合体成分
として、以下の（Ｎ－１）、（Ｎ－２）を比較例において使用した。
（Ｎ－１）メタクリル酸メチル－ブタジエン－スチレン共重合体：
　電気化学工業（株）製商品名「デンカＴＰポリマー　ＴＨ－２３」、鉛筆硬度　３Ｂ
（Ｎ－２）アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体：
　旭化成（株）製商品名「スタイラック（登録商標）Ｔ９７０１」、鉛筆硬度　２Ｈ
【０１４５】
（実施例９～１０）
　後記表３に示したガラスビーズを含む各材料を表３に示す割合で配合して、実施例１～
８と同様にして、ペレット化し、ポリカーボネート樹脂組成物のペレットを得た。
　得られたペレットを、ＳＥＩＫＯ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ社製の示差熱分析（ＤＳＣ）
装置にて、ガラス転移温度（Ｔｇ）の測定を行った。測定はキャリアーガスが６０ｍｌ／
ｍｉｎの窒素ガスで、測定温度変化が３０℃（２０℃／ｍｉｎ）→２５０℃、３分間ホー
ルド（２０℃／ｍｉｎ）→３０℃、３分間ホールド（２０℃／ｍｉｎ）→２５０℃の条件
で実施した。各ペレットのＴｇは、１０５℃（実施例９）、１２０℃（実施例１０）であ
った。
【０１４６】
　上記ペレットを使用し、射出充填直前の金型キャビティ表面温度を１３０℃にして、前
記した各種試験片をそれぞれ前記方法で射出成形した。
　なお、金型の加熱は、開放状態の雌雄金型間に、高周波電磁誘導加熱装置の高周波誘導
コイルを挿入し、雌型のキャビティ面に、周波数２０ＫＨｚ、出力１５ＫＷにて、キャビ
ティ表面を加熱することで行った。金型表面温度の調節は、照射時間を１秒～２０秒の間
で調整することによって行った。
　誘導コイルを直ちに抜き出し、金型を所定のクリアランスまで閉じ、金型キャビティ内
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　冷却終了後、型開きして成形品を取り出した。
　評価結果を表３に示す。
【０１４７】
【表２】

【０１４８】
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【０１４９】
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【表４】

【０１５０】
　上記実施例と比較例の結果から、以下のことが分かる。
　実施例１～５（表２）は、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）成分の配合比率を本発明の規定の範
囲内で変更したものであるが、いずれも表面硬度はＦ、ＨＢであり、これらを処方してい
ない比較例３～４（表４）の表面硬度２Ｂに比べ、格段に高上しており、また衝撃強度も
外観にも優れていることが分かる。実施例２～３は、エラストマーの種類を変えたもので
あるが、硬度はやや低下したものの耐衝撃性が向上している。
　実施例６～１０（表３）は、難燃剤を処方したものであるが、ＵＬはＶ－０と非常に高
い難燃性を示しながら硬度はＦ～２Ｈと高く、強度・外観にも優れる。実施例９～１０は
、ガラスビーズを配合した場合、金型表面加熱により外観の悪化は△と抑制でき、硬度は
格段に向上した。
【０１５１】
　本発明の範囲外の（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）成分を使用した比較例１、２及び（Ｂ）、（
Ｃ）、（Ｄ）成分ではない共重合体Ｎ－１、Ｎ－２を使用した比較例３、４では、表面硬
度がＢ～２Ｂと悪いことが分かる。ポリカーボネート樹脂組成物は、全光線透過率と分散
度が劣り、耐衝撃性も良くないことがわかる。また、比較例２～５では、難燃処方にも拘
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わらず、ＵＬは、Ｖ－２、ＮＲと悪く、耐衝撃性も外観も悪いことが理解できる。
　したがって、上記の実施例及び比較例から、高硬度かつ高光沢で、流動性、耐衝撃性、
難燃性のバランスに優れた樹脂組成物あるいは成形品は、本発明の構成によりはじめて得
られるものであることが確認された。
【産業上の利用可能性】
【０１５２】
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、高硬度かつ高光沢で、流動性、耐衝撃
性、難燃性のバランスに優れた樹脂材料であるので、これを成形した製品は、カーナビゲ
ーションやカーオディオの筐体、インストルメントパネル、コンソールボックス、センタ
ークラスター、メータークラスターなどの自動車内装部品、フラットディプレイパネル、
パソコン、ＰＤＡ、テレビ、ビデオ、カメラ、プリンター、ＦＡＸ等の電気・電子・ＯＡ
機器筐体などの広範囲の分野に利用でき、産業上の利用性は非常に高い。
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